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引退したドクターイエロー（T4編成）
の展示開始！

　　　display begins!

今回特別に公開されたT4編成の運転台

　今年1月に引退した東海旅客鉄道株式会社の新幹線電気軌道総合試験車
（「ドクターイエロー（T4編成）」）の7号車の展示が6月14日、金城ふ頭にある
リニア・鉄道館で始まり、それに先立ち、同日、除幕式が開催されました。
　除幕式では、リニア・鉄道館の岡部仁館長の合図で青色のシートが取り除
かれると黄色の車両がお目見えしました。同社の武田健太郎副社長は「これ
まで縁の下の力持ちとして活躍してきましたが、引き続き親しみをもって、愛
していただきたい」とあいさつしました。
　展示が始まると、多くの来館者がピカピカのドクターイエローＴ４編成を間
近にみたり、写真を撮ったりして楽しみました。また、抽選で選ばれた方が特
別に運転台を見学するイベントも開催されました。
　開館当初から展示されていたドクターイエロー T3編成は、6月4日に車両
に手を添え搬出作業を体験するイベントが行われ、西日本旅客鉄道株式会社
へ返却されました。

T3編成の
搬出イベント

日本の真ん中に位置する“名古屋”
は言わずと知れた大都市で、日本の
産業や商業などの経済活動を支える
主要な地域と言っても過言ではありま
せん。ではそのような地域へと発展
した要因は何か、と考えればいろいろ
出てくると思いますが、最も大きな
要因は名古屋城とその城下町の存在
ではないでしょうか。名古屋城は
1600年の関ヶ原の戦いの後、徳川
家康の指示により天下普請で築かれ
ましたが、お城を中心に城下町が作
られ、当時の町割や産業は現在にも
引き継がれており、経済活動の基盤
となっています。
もう少し深掘りしてみましょう。では
名古屋城と城下町はなぜ今の場所が
選ばれたのでしょうか。それはもちろ
ん偶然ではありません。“熱田台地”
の存在が大きく関わっています (図1)。

　象の鼻のような形の熱田台地は周
囲の平野に比べ古くて硬い地層でで
きており、河川の侵食から取り残さ
れてできました。標高差は場所によ
りますが10m前後です。そのため熱
田台地の周囲には低湿地が広がって
おり、徳川家康はその地形に目を付
けました。関ヶ原の戦いに勝利した
後、大阪方面からの豊臣方の攻撃に
備えるため、西側が遠望できる台地
上、かつ北と西が低湿地で防御に適
した台地の北西の角に名古屋城を築
き、さらにその南には城下町を作り
ました。城や城下町を築くには大量
の材木が必要となり、それには木曽
のヒノキが使用され、木曽川を下り
運搬されました。と言うものの材木
が届く熱田の港（現在の熱田区にあ
る宮の渡し公園付近）から城までは
7kmもあり、陸上での運搬は困難で
した。そこで家康は福島正則に、熱
田台地の西のへりに沿って運河を開
削するよう命じました。
こうして作られた“堀川” 
を利用することで材木を
効率よく城へと運搬でき
るようになりました。
堀川は、1907年(明

治40年)に名古屋港が
国際貿易港として開港し
て以降も、輸出入貨物

はじめに

　愛知大学では、社会にあるさまざまな境を
越え、人との出会いや気付きを促進することで、
社会課題の解決とそれを担う人材の育成を目
的とした、ASITASIA（アシタシア）という地
域連携教育のプロジェクトを展開しています。
このプロジェクトの一環である「名古屋ぶらり
学」というユニークな授業は、名古屋の発展
に不可欠であった要因を見つけ出し、時間や
空間、人的な枠組みを超えた探求を行うことで、
名古屋の本質的な魅力を発見することを目的
としています。
本稿ではその一例として、堀川周辺を実際

に歩きながら、これまで学生たちが意識しな
かった地形と歴史に関する新たな視点を見い
だす様子を紹介します。

01 の運搬の要路であり続け、名古屋の
経済発展を支えてきました。これら
の地形的要因は、直接的ではなくと
も、名古屋の発展の基盤となる重要
な役割を果たしてきたと言えます。
つまり現代の名古屋を形作るための
不可欠な土壌として機能していると
言えるのです。

▲（図1）熱田台地と堀川 ▲堀川に立つ福島正則像

▲天王崎橋から見た堀川
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　愛知大学名古屋キャンパスは旧国
鉄笹島貨物駅跡地のささしまライブ
地区にあり、名古屋駅からも程近く
にあります。みなさんは熱田台地の
登り坂のことをご存知でしょうか。名
古屋駅から東に向かうと堀川があり、
それを超えると登り坂となり、熱田
台地上にある伏見や栄地区へ到着し
ます。しかし、学生たちはそこへは
地下鉄で行きますので、その高低差
を理解している学生は皆無に近いで
しょう。そのため1回目の授業では、
まず熱田台地の地形を理解するため
地図の実習を行い、2回目に実際に
外を歩きます。実習には国土地理院
の提供するウェブ版の“地理院地図”
を使用し、まずは大学と周辺の位置
関係を理解します (図2)。

　次に、地理院地図の機能“自分で
作る色別標高図”を使って、名古屋
周辺の地形を可視化します。大学周
辺の標高が約2m、熱田台地上にあ
る白川公園が約10mですので、これ
を0.5m間隔で色分けしてみます。
すると、熱田台地がくっきりと浮き上
がり、名古屋の商業地域が意外に起
伏に富んでいることが視覚的に理解
できます (図3)。

標高図を作ろう

ぶらりに出発♪

　また港のあった熱田と名古屋城が
それぞれ台地の南と北の端に位置し
ており、名古屋城や城下町を作るた
めの物資運搬に堀川がいかに重要で
あったのかがよくわかります。さらに
0.5m間隔という詳細な色分けの図を
作成することで、愛知大学名古屋キャ
ンパスの東側に2つの谷があることに
気付きます (図3の四角、図4)。これ
らは現在の若宮大通と大須通にあた
りますが、実はかつての河川の流路
で、それぞれ紫川と七志水川と呼ば
れていました。これらは城下町が発
達する熱田台地からの排水機能とし
て重要な役割を果たしていました。

　2回目の授業では、前回作成した
色別の地図を持ち、地形を確認しな
がら街歩きをします。大学を出て大
須通を東に向かうと、最初に難読名
称の交差点“水主町”が現れます。
さて何と読むのでしょう？これは“か
こまち”と読みます。水主(かこ)は
“すいしゅ”とも読みますが、船を操
る人のことで、ここでいう船は尾張
藩の軍用船を指します。この周辺に
は水主が多く住んでおり、それが由
来となった水主町という地名が現在
に残されていま
す【地点①】。
　では交差点
からさらに東に
行きましょう。
すると登り坂が

▲（図2）愛知大学と周辺の位置図

▲（図3）愛知大学と周辺の色別標高図

現れます。地図を確認すると熱田台
地のへりにやってきたことがわかりま
す【地点②】。

　少し登ると、南北に流れる堀川が
確認できます【地点③】。堀川の河
口部には水位調節するための閘門が
ありませんので、流向は潮の影響を
受けます。つまり時間によっては名
古屋城のある北方向に流れているこ
ともありますので、勘のいい学生は
それに気付いて不思議がります。さ
らに東に行くと、そこは七志水川の
かつての流路です。大須通から北を
見ても南を見ても上り坂、つまり谷
の中にいることがわかります。また
伏見通の少し手前まで行くと流路は
大須通から南の脇道になりますが、
そこでは大きくえぐれた谷地形になっ
ています 【地点④】。

　そこを抜け伏見通に出たら北に向
かい、白川公園まで行きます。東西
の道は若宮大通で、紫川のかつての
流路です【地点⑤】。若宮大通は
100m道路と言われる幅の広い道で
すが、これは戦後の都市計画におい
て自動車の普及が加速することを見
据えて整備されました。ここで学生
は、この谷が排水機能から近代都市
機能へと、時代と共に変化したこと▲【地点①】水主町交差点

に気付きます。　　　
　若宮大通を西に向かう途中、七志
水川同様にやはり両側の道が上り坂
になっており、谷底であることがわか
ります【地点⑥】。そして堀川までた
どり着くと、そこには洲崎神社があ
ります 【地点⑦】。洲崎神社は9世紀

に創建された歴史ある神社で、福島
正則はここで堀川開削の成功を祈願
したと言われています。また洲崎神
社には尾張藩の船奉行を務める家系
である千賀氏の屋敷があり、千賀氏
の配下の船乗りたちも周辺に住んで
いました。そうなんです、その地域
が水主町なのです。学生たちと洲崎

▲【地点②】水主町交差点より東に向かって登り坂

▲【地点④】矢印の方向が流路

▲【地点⑦】洲崎神社

▲【地点⑧】新洲崎橋の上から紫川の出口を見る

▲（図4）愛知大学と周辺の色別標高図（詳細）

神社を参拝すると、やはり本殿まで
は坂を登ります。また境内から西側
の堀川の方を見ると、だいぶ下に道
路が確認できるので、そこが崖の上
であることがわかります。最後に、
若宮大通が堀川と交わる橋、新洲崎
橋の上から、下流側の左岸を見てみ
ます【地点⑧】。すると、そこには古
そうな排水口が見えますが、それは
道路の下に埋設された、要するに暗
渠(あんきょ）となった紫川の出口で
す。つまり紫川は見えないだけで現
在も地下を流れ続けているのです。

おわりに

　このような授
業により学生は、
地形、歴史、そ
して地域発展と
の深い関わりを
理解することで
何気ない坂道も、
その背景にある意味を知ることで、
重要な景観へと変わり、これまで気
づかなかった街の潜在的な魅力に目
を向けるようになるでしょう。それは
表面的なものではなく、その土地固
有の本質に近い魅力と言えます。こ
のような学びを通して、地域を多角
的に分析する力が磨かれることで、
真の地域振興を担える人材が育つこ
とが期待されます。そのような人材
の活躍によって、名古屋のみならず
日本各地に活気が生み出されること
を願っています。
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作る色別標高図”を使って、名古屋
周辺の地形を可視化します。大学周
辺の標高が約2m、熱田台地上にあ
る白川公園が約10mですので、これ
を0.5m間隔で色分けしてみます。
すると、熱田台地がくっきりと浮き上
がり、名古屋の商業地域が意外に起
伏に富んでいることが視覚的に理解
できます (図3)。

標高図を作ろう02

ぶらりに出発♪03

　また港のあった熱田と名古屋城が
それぞれ台地の南と北の端に位置し
ており、名古屋城や城下町を作るた
めの物資運搬に堀川がいかに重要で
あったのかがよくわかります。さらに
0.5m間隔という詳細な色分けの図を
作成することで、愛知大学名古屋キャ
ンパスの東側に2つの谷があることに
気付きます (図3の四角、図4)。これ
らは現在の若宮大通と大須通にあた
りますが、実はかつての河川の流路
で、それぞれ紫川と七志水川と呼ば
れていました。これらは城下町が発
達する熱田台地からの排水機能とし
て重要な役割を果たしていました。

　2回目の授業では、前回作成した
色別の地図を持ち、地形を確認しな
がら街歩きをします。大学を出て大
須通を東に向かうと、最初に難読名
称の交差点“水主町”が現れます。
さて何と読むのでしょう？これは“か
こまち”と読みます。水主(かこ)は
“すいしゅ”とも読みますが、船を操
る人のことで、ここでいう船は尾張
藩の軍用船を指します。この周辺に
は水主が多く住んでおり、それが由
来となった水主町という地名が現在
に残されていま
す【地点①】。
　では交差点
からさらに東に
行きましょう。
すると登り坂が

▲（図2）愛知大学と周辺の位置図

▲（図3）愛知大学と周辺の色別標高図

現れます。地図を確認すると熱田台
地のへりにやってきたことがわかりま
す【地点②】。

　少し登ると、南北に流れる堀川が
確認できます【地点③】。堀川の河
口部には水位調節するための閘門が
ありませんので、流向は潮の影響を
受けます。つまり時間によっては名
古屋城のある北方向に流れているこ
ともありますので、勘のいい学生は
それに気付いて不思議がります。さ
らに東に行くと、そこは七志水川の
かつての流路です。大須通から北を
見ても南を見ても上り坂、つまり谷
の中にいることがわかります。また
伏見通の少し手前まで行くと流路は
大須通から南の脇道になりますが、
そこでは大きくえぐれた谷地形になっ
ています 【地点④】。

　そこを抜け伏見通に出たら北に向
かい、白川公園まで行きます。東西
の道は若宮大通で、紫川のかつての
流路です【地点⑤】。若宮大通は
100m道路と言われる幅の広い道で
すが、これは戦後の都市計画におい
て自動車の普及が加速することを見
据えて整備されました。ここで学生
は、この谷が排水機能から近代都市
機能へと、時代と共に変化したこと▲【地点①】水主町交差点

に気付きます。　　　
　若宮大通を西に向かう途中、七志
水川同様にやはり両側の道が上り坂
になっており、谷底であることがわか
ります【地点⑥】。そして堀川までた
どり着くと、そこには洲崎神社があ
ります 【地点⑦】。洲崎神社は9世紀

に創建された歴史ある神社で、福島
正則はここで堀川開削の成功を祈願
したと言われています。また洲崎神
社には尾張藩の船奉行を務める家系
である千賀氏の屋敷があり、千賀氏
の配下の船乗りたちも周辺に住んで
いました。そうなんです、その地域
が水主町なのです。学生たちと洲崎

▲【地点②】水主町交差点より東に向かって登り坂

▲【地点④】矢印の方向が流路

▲【地点⑦】洲崎神社

▲【地点⑧】新洲崎橋の上から紫川の出口を見る

▲（図4）愛知大学と周辺の色別標高図（詳細）

神社を参拝すると、やはり本殿まで
は坂を登ります。また境内から西側
の堀川の方を見ると、だいぶ下に道
路が確認できるので、そこが崖の上
であることがわかります。最後に、
若宮大通が堀川と交わる橋、新洲崎
橋の上から、下流側の左岸を見てみ
ます【地点⑧】。すると、そこには古
そうな排水口が見えますが、それは
道路の下に埋設された、要するに暗
渠(あんきょ）となった紫川の出口で
す。つまり紫川は見えないだけで現
在も地下を流れ続けているのです。

おわりに

　このような授
業により学生は、
地形、歴史、そ
して地域発展と
の深い関わりを
理解することで
何気ない坂道も、
その背景にある意味を知ることで、
重要な景観へと変わり、これまで気
づかなかった街の潜在的な魅力に目
を向けるようになるでしょう。それは
表面的なものではなく、その土地固
有の本質に近い魅力と言えます。こ
のような学びを通して、地域を多角
的に分析する力が磨かれることで、
真の地域振興を担える人材が育つこ
とが期待されます。そのような人材
の活躍によって、名古屋のみならず
日本各地に活気が生み出されること
を願っています。

古川邦之 Kuniyuki Furukawa
愛知大学経営学部 教授
地球科学、特に地質学が専門。
地層がきれいな崖を発見するとテンションが上がる。
日間賀島や篠島、東京の神津島、大分県の姫島など、
調査地はなぜか離島が多い。名古屋の推し場所は七
里の渡し。
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　愛知大学名古屋キャンパスは旧国
鉄笹島貨物駅跡地のささしまライブ
地区にあり、名古屋駅からも程近く
にあります。みなさんは熱田台地の
登り坂のことをご存知でしょうか。名
古屋駅から東に向かうと堀川があり、
それを超えると登り坂となり、熱田
台地上にある伏見や栄地区へ到着し
ます。しかし、学生たちはそこへは
地下鉄で行きますので、その高低差
を理解している学生は皆無に近いで
しょう。そのため1回目の授業では、
まず熱田台地の地形を理解するため
地図の実習を行い、2回目に実際に
外を歩きます。実習には国土地理院
の提供するウェブ版の“地理院地図”
を使用し、まずは大学と周辺の位置
関係を理解します (図2)。

　次に、地理院地図の機能“自分で
作る色別標高図”を使って、名古屋
周辺の地形を可視化します。大学周
辺の標高が約2m、熱田台地上にあ
る白川公園が約10mですので、これ
を0.5m間隔で色分けしてみます。
すると、熱田台地がくっきりと浮き上
がり、名古屋の商業地域が意外に起
伏に富んでいることが視覚的に理解
できます (図3)。

標高図を作ろう

ぶらりに出発♪

　また港のあった熱田と名古屋城が
それぞれ台地の南と北の端に位置し
ており、名古屋城や城下町を作るた
めの物資運搬に堀川がいかに重要で
あったのかがよくわかります。さらに
0.5m間隔という詳細な色分けの図を
作成することで、愛知大学名古屋キャ
ンパスの東側に2つの谷があることに
気付きます (図3の四角、図4)。これ
らは現在の若宮大通と大須通にあた
りますが、実はかつての河川の流路
で、それぞれ紫川と七志水川と呼ば
れていました。これらは城下町が発
達する熱田台地からの排水機能とし
て重要な役割を果たしていました。

　2回目の授業では、前回作成した
色別の地図を持ち、地形を確認しな
がら街歩きをします。大学を出て大
須通を東に向かうと、最初に難読名
称の交差点“水主町”が現れます。
さて何と読むのでしょう？これは“か
こまち”と読みます。水主(かこ)は
“すいしゅ”とも読みますが、船を操
る人のことで、ここでいう船は尾張
藩の軍用船を指します。この周辺に
は水主が多く住んでおり、それが由
来となった水主町という地名が現在
に残されていま
す【地点①】。
　では交差点
からさらに東に
行きましょう。
すると登り坂が

▲（図2）愛知大学と周辺の位置図

▲（図3）愛知大学と周辺の色別標高図

現れます。地図を確認すると熱田台
地のへりにやってきたことがわかりま
す【地点②】。

　少し登ると、南北に流れる堀川が
確認できます【地点③】。堀川の河
口部には水位調節するための閘門が
ありませんので、流向は潮の影響を
受けます。つまり時間によっては名
古屋城のある北方向に流れているこ
ともありますので、勘のいい学生は
それに気付いて不思議がります。さ
らに東に行くと、そこは七志水川の
かつての流路です。大須通から北を
見ても南を見ても上り坂、つまり谷
の中にいることがわかります。また
伏見通の少し手前まで行くと流路は
大須通から南の脇道になりますが、
そこでは大きくえぐれた谷地形になっ
ています 【地点④】。

　そこを抜け伏見通に出たら北に向
かい、白川公園まで行きます。東西
の道は若宮大通で、紫川のかつての
流路です【地点⑤】。若宮大通は
100m道路と言われる幅の広い道で
すが、これは戦後の都市計画におい
て自動車の普及が加速することを見
据えて整備されました。ここで学生
は、この谷が排水機能から近代都市
機能へと、時代と共に変化したこと▲【地点①】水主町交差点

に気付きます。　　　
　若宮大通を西に向かう途中、七志
水川同様にやはり両側の道が上り坂
になっており、谷底であることがわか
ります【地点⑥】。そして堀川までた
どり着くと、そこには洲崎神社があ
ります 【地点⑦】。洲崎神社は9世紀

に創建された歴史ある神社で、福島
正則はここで堀川開削の成功を祈願
したと言われています。また洲崎神
社には尾張藩の船奉行を務める家系
である千賀氏の屋敷があり、千賀氏
の配下の船乗りたちも周辺に住んで
いました。そうなんです、その地域
が水主町なのです。学生たちと洲崎

▲【地点②】水主町交差点より東に向かって登り坂

▲【地点④】矢印の方向が流路

▲【地点⑦】洲崎神社

▲【地点⑧】新洲崎橋の上から紫川の出口を見る

▲（図4）愛知大学と周辺の色別標高図（詳細）

神社を参拝すると、やはり本殿まで
は坂を登ります。また境内から西側
の堀川の方を見ると、だいぶ下に道
路が確認できるので、そこが崖の上
であることがわかります。最後に、
若宮大通が堀川と交わる橋、新洲崎
橋の上から、下流側の左岸を見てみ
ます【地点⑧】。すると、そこには古
そうな排水口が見えますが、それは
道路の下に埋設された、要するに暗
渠(あんきょ）となった紫川の出口で
す。つまり紫川は見えないだけで現
在も地下を流れ続けているのです。

おわりに

　このような授
業により学生は、
地形、歴史、そ
して地域発展と
の深い関わりを
理解することで
何気ない坂道も、
その背景にある意味を知ることで、
重要な景観へと変わり、これまで気
づかなかった街の潜在的な魅力に目
を向けるようになるでしょう。それは
表面的なものではなく、その土地固
有の本質に近い魅力と言えます。こ
のような学びを通して、地域を多角
的に分析する力が磨かれることで、
真の地域振興を担える人材が育つこ
とが期待されます。そのような人材
の活躍によって、名古屋のみならず
日本各地に活気が生み出されること
を願っています。
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　愛知大学名古屋キャンパスは旧国
鉄笹島貨物駅跡地のささしまライブ
地区にあり、名古屋駅からも程近く
にあります。みなさんは熱田台地の
登り坂のことをご存知でしょうか。名
古屋駅から東に向かうと堀川があり、
それを超えると登り坂となり、熱田
台地上にある伏見や栄地区へ到着し
ます。しかし、学生たちはそこへは
地下鉄で行きますので、その高低差
を理解している学生は皆無に近いで
しょう。そのため1回目の授業では、
まず熱田台地の地形を理解するため
地図の実習を行い、2回目に実際に
外を歩きます。実習には国土地理院
の提供するウェブ版の“地理院地図”
を使用し、まずは大学と周辺の位置
関係を理解します (図2)。

　次に、地理院地図の機能“自分で
作る色別標高図”を使って、名古屋
周辺の地形を可視化します。大学周
辺の標高が約2m、熱田台地上にあ
る白川公園が約10mですので、これ
を0.5m間隔で色分けしてみます。
すると、熱田台地がくっきりと浮き上
がり、名古屋の商業地域が意外に起
伏に富んでいることが視覚的に理解
できます (図3)。
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ぶらりに出発♪

　また港のあった熱田と名古屋城が
それぞれ台地の南と北の端に位置し
ており、名古屋城や城下町を作るた
めの物資運搬に堀川がいかに重要で
あったのかがよくわかります。さらに
0.5m間隔という詳細な色分けの図を
作成することで、愛知大学名古屋キャ
ンパスの東側に2つの谷があることに
気付きます (図3の四角、図4)。これ
らは現在の若宮大通と大須通にあた
りますが、実はかつての河川の流路
で、それぞれ紫川と七志水川と呼ば
れていました。これらは城下町が発
達する熱田台地からの排水機能とし
て重要な役割を果たしていました。

　2回目の授業では、前回作成した
色別の地図を持ち、地形を確認しな
がら街歩きをします。大学を出て大
須通を東に向かうと、最初に難読名
称の交差点“水主町”が現れます。
さて何と読むのでしょう？これは“か
こまち”と読みます。水主(かこ)は
“すいしゅ”とも読みますが、船を操
る人のことで、ここでいう船は尾張
藩の軍用船を指します。この周辺に
は水主が多く住んでおり、それが由
来となった水主町という地名が現在
に残されていま
す【地点①】。
　では交差点
からさらに東に
行きましょう。
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現れます。地図を確認すると熱田台
地のへりにやってきたことがわかりま
す【地点②】。

　少し登ると、南北に流れる堀川が
確認できます【地点③】。堀川の河
口部には水位調節するための閘門が
ありませんので、流向は潮の影響を
受けます。つまり時間によっては名
古屋城のある北方向に流れているこ
ともありますので、勘のいい学生は
それに気付いて不思議がります。さ
らに東に行くと、そこは七志水川の
かつての流路です。大須通から北を
見ても南を見ても上り坂、つまり谷
の中にいることがわかります。また
伏見通の少し手前まで行くと流路は
大須通から南の脇道になりますが、
そこでは大きくえぐれた谷地形になっ
ています 【地点④】。

　そこを抜け伏見通に出たら北に向
かい、白川公園まで行きます。東西
の道は若宮大通で、紫川のかつての
流路です【地点⑤】。若宮大通は
100m道路と言われる幅の広い道で
すが、これは戦後の都市計画におい
て自動車の普及が加速することを見
据えて整備されました。ここで学生
は、この谷が排水機能から近代都市
機能へと、時代と共に変化したこと▲【地点①】水主町交差点

に気付きます。　　　
　若宮大通を西に向かう途中、七志
水川同様にやはり両側の道が上り坂
になっており、谷底であることがわか
ります【地点⑥】。そして堀川までた
どり着くと、そこには洲崎神社があ
ります 【地点⑦】。洲崎神社は9世紀

に創建された歴史ある神社で、福島
正則はここで堀川開削の成功を祈願
したと言われています。また洲崎神
社には尾張藩の船奉行を務める家系
である千賀氏の屋敷があり、千賀氏
の配下の船乗りたちも周辺に住んで
いました。そうなんです、その地域
が水主町なのです。学生たちと洲崎

▲【地点②】水主町交差点より東に向かって登り坂

▲【地点④】矢印の方向が流路

▲【地点⑦】洲崎神社

▲【地点⑧】新洲崎橋の上から紫川の出口を見る

▲（図4）愛知大学と周辺の色別標高図（詳細）

神社を参拝すると、やはり本殿まで
は坂を登ります。また境内から西側
の堀川の方を見ると、だいぶ下に道
路が確認できるので、そこが崖の上
であることがわかります。最後に、
若宮大通が堀川と交わる橋、新洲崎
橋の上から、下流側の左岸を見てみ
ます【地点⑧】。すると、そこには古
そうな排水口が見えますが、それは
道路の下に埋設された、要するに暗
渠(あんきょ）となった紫川の出口で
す。つまり紫川は見えないだけで現
在も地下を流れ続けているのです。

おわりに

　このような授
業により学生は、
地形、歴史、そ
して地域発展と
の深い関わりを
理解することで
何気ない坂道も、
その背景にある意味を知ることで、
重要な景観へと変わり、これまで気
づかなかった街の潜在的な魅力に目
を向けるようになるでしょう。それは
表面的なものではなく、その土地固
有の本質に近い魅力と言えます。こ
のような学びを通して、地域を多角
的に分析する力が磨かれることで、
真の地域振興を担える人材が育つこ
とが期待されます。そのような人材
の活躍によって、名古屋のみならず
日本各地に活気が生み出されること
を願っています。

古川邦之 Kuniyuki Furukawa
愛知大学経営学部 教授
地球科学、特に地質学が専門。
地層がきれいな崖を発見するとテンションが上がる。
日間賀島や篠島、東京の神津島、大分県の姫島など、
調査地はなぜか離島が多い。名古屋の推し場所は七
里の渡し。
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